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保
険
料

　
65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
な

ど
か
ら
算
出
さ
れ
る
基
準
額
を
基

に
、
所
得
に
よ
っ
て
金
額
が
決
ま

り
ま
す
。（
下
記
、
早
分
か
り
図

参
照
）

　
平
成
22
年
に
本
市
を
訪
れ
た
推
定
観
光
客
数
は
約
５
８
８
万
４

０
０
０
人
。
21
年
に
比
べ
約
63
万
人
の
増
加︵
対
前
年
比
12
・
０
％

増
︶
と
な
り
ま
し
た
。
増
加
要
因
と
し
て
、
高
速
道
路
料
金
の
上

限
割
引
や
﹁
坂
の
上
の
雲
﹂
の
ド
ラ
マ
放
送
に
よ
る
松
山
の
認
知

度
向
上
、旅
行
商
品
の
造
成
に
加
え
、22
年
３
月
の
ド
ラ
マ
館
オ
ー

プ
ン
、﹁
修
学
教
育
旅
行
の
誘
致
﹂
な
ど
に
よ
る
波
及
効
果
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
主
な
推
定
人
数
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
家
庭
用
バ
ス
ポ
ン
プ

　
補
助
額
＝
購
入
価
格
の
２
分
の

１
（
上
限
２
０
０
０
円
）

②
風
呂
水
吸
引
ポ
ン
プ
付
節
水
型

洗
濯
機

　
補
助
額
＝
５
０
０
０
円

す
る
人
＝
年
度
途
中
で
65
歳
（
第

１
号
被
保
険
者
）
に
な
っ
た
▼
年

度
途
中
に
他
市
町
村
か
ら
転
入
し

て
き
た
▼
年
度
途
中
に
保
険
料
の

段
階
が
変
わ
っ
た
▼
年
金
（
老
齢

福
祉
年
金
・
恩
給
は
除
く
）
受
給

額
が
年
額
18
万
円
未
満
▼
老
齢
福

祉
年
金
・
恩
給
の
み
を
受
給
▼
年

金
が
一
時
差
し
止
め

【
納
付
方
法
】
自
主
納
付
＝
納
入

通
知
書
に
よ
り
、
納
期
限
ま
で
に

金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除

く
）
で
納
付
▼
口
座
振
替
＝
指
定

口
座
か
ら
口
座
振
替
日
に
振
替

【
納
期
】
平
成
23
年
度
の
納
期
限

（
口
座
振
替
日
）
は
下
表
の
と
お

り

　
介
護
保
険
の
施
設
サ
ー
ビ
ス

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含
む
）
を

利
用
す
る
市
民
税
世
帯
非
課
税
の

人
は
、「
介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
証
」
を
申
請
し
発
行
を
受
け

る
と
、
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

【
内
容
】
上
表
の
と
お
り

【
申
し
込
み
】
６
月
30
日
㈭
ま
で

に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
申
請
書

（
介
護
保
険
課
〈
市
役
所
別
館
２

階
〉、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）

を
〒
790
８
５
７
１
介
護
保
険
課
へ

提
出

※
認
定
証
を
持
ち
介
護
保
険
施
設

に
入
所
・
入
院
中
の
人
は
、
施
設

に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保

険
課
☎
948
６
８
８
５
・

 

934

０
８
１
５
へ

お問い合わせは、介護保険課☎948−6919・ 934−0815へ

平成23年度の市町村民税が課税されていますか？

いいえ

段　階 第１段階

29,370円

第2段階

29,370円

第3段階

44,670円

第4段階
（基準額）
61,200円

第5段階

76,500円

第6段階

91,800円

第7段階

107,100円年　間
保険料

はい
介
護
保
険
料

早
分
か
り
図はい はい

いいえ

いいえ いいえ

いいえ

はい

はい
いいえ はい

世帯に市町村民税の課税者は
いますか？

生活保護あるいは老
齢福祉年金を受給さ
れていますか？

課税年金収入と合計所得金額
の合計は80万円以下ですか？

合計所得金額は400
万円以上ですか？

合計所得金額は200万
円以上ですか？

　「
特
別
徴
収
」
と
「
普
通
徴
収
」

が
あ
り
ま
す
が
、
原
則
、
特
別
徴

収
と
な
り
選
択
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
特
別
徴
収

【
対
象
】
年
金
（
老
齢
福
祉
年
金
・

恩
給
は
除
く
）
受
給
額
が
年
額

18
万
円
以
上
の
人

【
納
付
方
法
】
年
金
か
ら
自
動
的

に
天
引
き

【
納
期
】
４
・
６
・
８
・
10
・
12
・

２
月
（
年
金
の
定
期
支
払
い
時
）

②
普
通
徴
収

【
対
象
】
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

保
険
料
の
納
め
方

　
減
免
や
納
付
の
猶
予
な
ど
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
付
が
困
難
な
場
合

平成23年度納期限（口座振替日）表
１期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 10期
6/30
（木）

8/1
（月）

8/31
（水）

9/30
（金）

10/31
（月）

11/30
（水）

12/26
（月）

1/31
（火）

2/29
（水）

4/2
（月）

居　住　費
食 費ユニット型

個室
ユニット型
準個室

従来型
個室 多床室

基準費用額 1,970円 1,640円 1,150円 320円 1,380円

対
　
象
　
者

①市民税世帯非課税で老齢福祉
年金受給者及び生活保護受給者 820円 490円 320円 0円 300円

②市民税世帯非課税で合計所得金額
＋課税年金収入額が80万円以下の人 820円 490円 420円 320円 390円

③市民税世帯非課税で②に該当し
ない人 1,640円 1,310円 820円 320円 650円

居住費・食費の負担限度額（１日当たり） （例）特別養護老人ホーム

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

6/30まで

申
請

平成23年度 介護保険料　納入通知書

③
シ
ン
グ
ル
レ
バ
ー
式
湯
水
混
合

水
栓
（
同
じ
ハ
ン
ド
ル
で
お
湯
と

水
が
出
る
）
に
改
造

　
補
助
額
＝
３
０
０
０
円

〈
申
請
要
件
〉

　
１
世
帯
１
回
限
り
（
①
②
は
ど

ち
ら
か
の
み
）
▼
購
入
・
改
造
日

お
よ
び
申
請
時
に
本
市
に
住
民
登

録
（
外
国
人
登
録
を
含
む
）
が
あ

る
▼
①
②
は
市
内
販
売
店
か
ら
の

購
入
に
限
る
▼
③
は
市
指
定
業
者

の
施
工
に
限
る
（
新
築
は
除
く
）

④
雨
水
貯
留
施
設

　
市
内
で
自
己
所
有
す
る
建
物
に

自
ら
が
利
用
す
る
た
め
に
雨
水
タ

ン
ク
を
設
置
す
る
場
合
に
補
助
。

設
置
前
に
申
請
が
必
要

⑤
不
要
浄
化
槽
を
利
用
し
た
雨
水

貯
留
施
設

　
不
要
と
な
っ
た
浄
化
槽
を
雨
水

貯
留
施
設
に
改
造
す
る
場
合
に
補

助
。
工
事
前
に
申
請
が
必
要

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

　
市
が
推
進
す
る
節
水
型
都
市
づ
く
り
と
し
て
、
節
水
機

器
の
購
入
や
改
造
費
用
を
補
助
し
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る

水
を
有
効
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

限りある資源
水

節
水
機
器
の
購
入　

に
補
助

など

雨
水
も
う
ま
く
利
用
を

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
①
～
④

水
資
源
担
当
部
長
付
☎
948
６
２

２
３
・

 

934
１
８
８
６
、
⑤

下
水
道
サ
ー
ビ
ス
課
☎
948
６
５

２
９
・

 

934
１
９
８
１
へ

平成22年
松山への 推定観光客数 588万4,000人

推定観光客数一覧表
種　　別 推定人数 対前年比

県外観光客（全体の７割） 411万8,900人 12.0％増
内、外国人観光客 3万9,000人 39.3％増

観光施設
の利用者

道後温泉（本館・椿の湯）111万7,000人 3.4％減
松山城ロープウェイ・リフト 103万7,000人 11.3％増
松山城天守閣 40万7,000人 12.8％増
坂の上の雲ミュージアム 23万8,000人 52.6％増
子規記念博物館 12万4,000人 18.1％増
二之丸史跡庭園 3万8,000人 15.0％減
鹿島渡船 2万9,000人 6.4％減

観光客の
利用した
交通機関

自家用車 383万5,000人 17.8％増
航空機 65万6,000人 1.7％増
貸し切りバス 64万人 20.8％増
ＪＲ 43万1,000人 2.8％減
船舶 22万5,000人 20.0％減
郊外バス 9万9,000人 4.5％減

宿 泊 者

道後温泉地区ホテル・旅館 
（道後温泉旅館組合調べ） 80万1,000人 4.2％増

愛媛ホテル協会加盟ホテル
（愛媛ホテル協会調べ） 78万6,000人 3.2％増

　消費総額は約658億3,000万円（対前年比8.5％増）。内、県内観光
客分は約102億4,000万円、宿泊しない県外観光客分は約163億円、
宿泊した県外観光客分は約392億
9,000万円と見込まれます。
　観光客が土産購入などに使った金
額は１人平均１万1,200円。県内観
光客5,800円、宿泊しない県外観光
客8,700円、宿泊した県外観光客
１万7,500円と見込まれます。

お問い合わせは、観光産業振興課☎948−6556・ 934−1764へ

観光客の推定消費額

松山城天守閣

65歳以上の人に6月中旬 発送


